
ろそろ始めましょう」ど会長が挨拶に立った。型通 りの新年の挨拶の後、暮
にも話のあった、来月実施される洒蔵見学に就いて、説明が加えられまヒた。
乾杯の音頭は、当会恒例の新入会員である甲田二菫さんにお願いされまヒ

た。甲田さんは戸惑った様子で したが、『謳許会』の更なる肴晨ど会員皆様
の益夕のご繁栄を祈念ヒ_て 、声高らかに乾杯発声の先導をされました。  ・

「千代田膳」は季節の旬の味を盛り込んだ料理で、皆さんからら大変美味 ヒ
いと喜ばれ、お洒の量も大分進みまして、『五右ヱ門』に続いて、会費を大
きくオーバこしまヒた。それでも、年の初めに美味 ヒい料理で楽 しくお酒を
戴けたのは悦びでヒた。
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． ●最初に出 された前業は、正月ら t_く 黒豆だったが、 これは普通
の黒豆のよ うに黒 くない、 ちょつ ど小豆色がか った暗紅 色で、身  I
割れ もせず萎 まずに、フックラど艶やかな宝石 を思わせ るよ うな
大粒の三は、煮方の技の素晴 ら ヒさを思わせ る、味 も勿論 ジック
|り ど旨さを含 ませた素敲に美味 t.)ヽ味で した。

蛸やわ らか煮

見 た目には、自身のフワ ッど花鰹のよ うな一品、ひ ど箸口に合
む ど、仄かにlilの 香 りがす る。蛸のヌメリを取 って下格 えす るの

は大変な手間だど聞いてい る。 ここまで仕上げ るのには、大変キ
数 ど時間のお卜か ったこどだろ うど思い なが ら、 その 旨さに惚れ惚
れ ど ヒて、熱爛 をキ ュッー ど頂いた。

刺 身

鰤、鮪、ヤ リイカ、生雲丹 妻物一式
曰村 さんが私の所へ寄 って来て、「今 日の刺身はスゴイですね

ェー」 ど感に堪えない顔つ きで言った。脂ののった寒鰤の 旨さ。
寒 くなるにつれて風味 を増す どい う、今が一番旬ど思われ る。

鮪は、 トロが高価で好む人が多いが、江戸時代には、鮪 自体が  _
安価で、下賤の食べ物どされていたとい う、いわんや トロなどは
児」捨てられていたとい う。 こか ヒ今日の赤身も素晴ら t_い。

ヤリイカの活の良さは、噛んだ弾力が教えてくれ る。その小気
味良い歯触りど喉を通る時の旨さに、ついもう一献。酒が旨い /

生雲丹の磯の香 りど上品なこの甘さ、初春に相應 t_い ゆどりを
感 ビる美味 ヒさだ。殿上人になった気1持 ちてユ`ルユルお酒を召 ヒ
上がるど良い道持ちに してくれる。

お 椀

雑煮椀
椀は二月らしく雑煮だった。澄まヒ汁で薄いよう見えたが、 ヒ

っか リダシの効いたコクのある味で、餅も小さいが粘 りのある美
味 ヒさだ。吸口ど餅の一体感が初春の椀を謳上げていた。
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